
情報活用能力を育成する

教科等横断的な教育課程の編成

２ 教育課程全体を通じて情報活用能力を育成するための計画

１ 「学習の基盤となる資質・能力」としての情報活用能力

令和４年２月改訂
大分県教育庁義務教育課



１ 「学習の基盤となる資質・能力」としての情報活用能力

（１）総則の記述

(1) 各学校においては，児童の発達の段階を考慮し，言語能力，情報活用能力（情
報モラルを含む。），問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成し
ていくことができるよう，各教科等の特質を生かし，教科等横断的な視点から教育課程
の編成を図るものとする。 ※中学校においても同様

第２の２ 教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成

今次改訂の学習指導要領において、情報活用能力は「学習の基盤となる資質・能力」として位置付けられまし
た。情報活用能力とは、学習指導要領解説総則編（小学校版：H29.7）に、次のように示されています。

情報活用能力は，世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，情報及び情
報技術を適切かつ効果的に活用して，問題を発見・解決したり自分の考えを形成したり
していくために必要な資質・能力である。 （文部科学省、学習指導要領解説総則編、2017）

より具体的に捉えると・・・

①学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得る
②情報を整理・比較する
③得られた情報を分かりやすく発信・伝達する
④必要に応じて保存・共有する
⑤①～④の学習活動を遂行する上で必要となる情報手段の基本的な操作の習得
⑥プログラミング的思考，情報モラル，情報セキュリティ，統計等に関する資質・能力

などが挙げられています。

（文部科学省、学習指導要領解説総則編、2017）

熊本市版ICT教育モデルカリキュラム（2020年度小学校版Ver.2.2）には、
より具体的な学習活動が示されています。



ここに示された具体的な学習活動を、各教科等の特質や学習過程を踏まえて
計画的に取り入れることが大切です。

（熊本市版ICTモデルカリキュラム2020年度小学校版Ver.2.2）
URL:http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/

（２）情報活用能力を育成する学習活動

前のページで示した内容に関する具体的な学習活動を整理しています。

内容 具体的な学習活動

情報を得る 観察、実験、図書、新聞、インタビュー、アンケート、インターネット等を活
用する。

情報を整理・比較する 集めた情報を目的に応じて整理し、比較したり分析したりする。

情報を発信・伝達する 相手や目的に応じて、プレゼンテーションやリーフレット等にして発信・伝達
する。

情報の保存・共有をする 必要に応じて、情報を保存したり、使いやすいように共有したりする。

情報手段の基本的な操作 タイピングによる日本語入力。映像の撮影、インターネットで検索して調べ
る。

プログラミング的思考 記号の組合せをより意図した活動に近付くために論理的に考えていく。

情報モラル 情報社会や情報手段の特性を理解し、安全かつ適切に情報手段を使う。

情報セキュリティ 自他の個人情報の重要性を知り、IDやパスワードを適切に使う。

統計等 統計情報の読み方を知り、目的に応じて適切に活用する。

大分県教育庁義務教育課が作成した「各教科等の学習過程を踏まえたICT活用ハンドブック」には、小
中学校の各教科等におけるICT活用事例を示しています。（随時更新中）

また、教科等の学習過程を踏まえた学習活動を通して育成する情報活用能力の資質・能力の系統表参
考例を示しています。

大分県教育庁義務教育課 【改訂版】 「情報活用能力系統表（参考例）」

URL:https://www.pref.oita.jp/site/gakkokyoiku/jouhou-katsuyou.html





このような情報活用能力を育成するための具体的な学習活動について考えてみます。

※「考えるための技法」は共通しているため、ここでは省略しています。



（３）情報活用能力を育成する学習活動を位置付ける

系統表【参考例】に示す資質・能力を育成するための教育課程の在り方を考えてみましょう。

上記は、小学校第１学年の例です。上記の例を参考にしつつ、例えば、国語・生活・図画工作の三つ
に絞って計画するなど、重点化を図ることも考えられます。
情報活用能力系統表【参考例】に示した資質・能力が育成されるよう、計画的に位置付けています。
また、情報機器の操作スキルについては、各教科の学習の中で活用しながら身に付けられるように計画し
ています。
例えば、低学年の児童であれば、学習者用コンピュータのカメラ機能を使って写真を撮影する、QRコー
ドを読み取って動画等の資料を見る、タッチパネルのキーボードで文字入力をするなど、操作スキルを身に
付けるための学習活動を行うことが考えられます。
その際、児童生徒が学習活動の文脈において情報活用等のスキルを活用・発揮できるようにするため、
児童生徒の実態を踏まえつつ、単元のまとまりを見通して、スキルに関する指導を繰り返したり、情報の集
め方等の学習を１単位時間確保したりするなど、適切に時間を確保することが考えられます。

※その他の学年の例は、義務教育課ウェブサイトに掲載しています。
URL：https://www.pref.oita.jp/site/kyoiku/jouhou-programing-keikaku.html

第１学年
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令和○年度　情報活用能力育成のための年間指導計画（例）
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チョ ッキンパッ

でかざろう

さわってか

くのきもち

いい！

スタンプ

スタンプ

みて

さわって

かんじて

学校図書館の活用

A（ア）

できたらいいな

こんなこと

せんの

かんじい

いかんじ

みてみて

いっぱいつ

くったよ

わたしの あさがお A（イ）（エ）

いきもの だいすき A（イ）（エ）

もうすぐ２年生

・見つけたよ、いき

もののひみつ

A（ア）

・はたらく じどう車

A（ア）

・「のりものカード」

でしらせよう

A（ア）

・うみへの ながい

たび

A（ア）

・学校のことを

つたえあおう

B（カ）、（ク）

・おもい出のアル

バム

B（キ）

10までのかず

A（カ）

かずをせいりしよう

A（カ）

どちらが おおい

どちらが ひろい

A（カ）

10よりおおきいかず

A（カ）

どちらがながい

A（カ）

★例えば、伝えたいものの写

真を学習者用コンピュータで

撮影し、それを使って発表

する など

★例えば、生き物の成長の様子

を学習者用コンピュータで撮影

し、蓄積しておく など

★例えば、あさがおの成長の

様子を学習者用コンピュータで

撮影し、蓄積しておく など

★例えば、生き物の成長の様子

を学習者用コンピュータで撮影

し、蓄積しておく など

がっこうだいすき

A（イ）（ウ）

スマートフォンってど

うやってつかうの？

A 情報モラル

学校図書館の活用

A（ア）

★QRコードを読み取って、

はさみの使い方やのり

の使い方の動画を見る。

★QRコードを読み

取って、作品例を

見る。

QR QR QR QR QR

巻末の「まなびのしりょう」にあるQRコードを読みって、道具の使い方を確認する。（通年） A（キ）

第１学年（例）



２ 教育課程全体を通じて情報活用能力を育成するための計画

１の（２）、（３）に示した内容を、体系的に整理すると、学校としての
全体計画・年間指導計画ができあがります。

【全体計画の構成（例）】

＜児童の実態＞ ＜学校の教育目標＞ ＜地域の実態＞

＜保護者・地域の願い＞ ＜教師の願い＞＜情報教育の目標＞

＜育成を目指す資質・能力＞

学年／三つの柱 知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

低学年 ◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

中学年 ◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

高学年 ◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
〇・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▲・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

＜関連する各教科等の力＞

国語 社会 算数 理科 生活 音楽

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

図画工作 家庭 体育 特別活動 外国語・
外国語活動

総合的な学習
の時間

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

◆・・・・・・・・・・
◆・・・・・・・・・・

＜道徳教育及び道徳科との関連＞

○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
○情報モラルについての学習

＜各団体等との連携＞

＜活用する情報機器等＞

ICT支援員 地元企業・大学等 NPO法人 市民ボランティア 学校放送番組

・タブレット端末等学習者用コンピュータ ・教育用ロボット ・ICレコーダー など

など



１の（３）で例示しています。その学年の教育課程全体を見通して、
計画的に取り組むことが大切です。

【年間指導計画（例）】

本資料を作成する当たり、引用・参考にした資料等

◆ 文部科学省 小学校学習指導要領 （2017）
◆ 文部科学省 学習指導要領解説総則編 （2017）
◆ 文部科学省 教育の情報化に関する手引追補版 （2020）
◆ 熊本市 熊本市版ICTモデルカリキュラム2020年度小学校版Ver.2.2 （2020）
URL:http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/

◆ 大分県教育庁義務教育課 各教科等の学習過程を踏まえたICT活用ハンドブック （2020）
◆ 大分県教育庁義務教育課 【改訂版】情報活用能力系統表参考例 （2022）
◆ 文部科学省 今求められる力を高める総合的な学習の時間の展開 小学校版（2021）

第３学年

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

教科書のQRコードを読み取って、動画等の資料を見る。（通年）

教科書のQRコードを読み取って、動画等の資料を見る。（通年）

教科書のQRコードを読み取って、動画等の資料を見る。（通年）

運動の様子をタブレット等で撮影し、

確認したり振り返ったりする
体
育

理
科

国
語

外

国
語

活

動

音
楽

図
工

総
合

特
活

道
徳

令和○年度　情報活用能力育成のための年間指導計画（例）

社
会

書
写

算
数

地いきの安全を守る A（イ）

棒グラフ

B（ウ）

植物の育ち方

（１）たねまき

植物の育ち方（４）

花がさいた後

学校図書館の

活用

A（ア）

しりょうを集めて活用し

よう

・本で調べよう

・クラスの「生き物

ブック」を作ろう

A（ア）

つたえたいことを

はっきりさせて書こ

う
・取材して知らせよ
う

・手紙を書いて伝え

よう

A（イ）

B（エ）

調べて発表しよう

・町の行事につい
て発表しよう

B（カ）（キ）

つたえたいことの中

心を明らかにして書

こう

・強く心にのこって
いることを

こん虫の

育ち方

植物の育ち方

（３）花

植物の育ち方

（２）葉・くき・根

マット運動

A（カ）

跳び箱運動 A（カ）

インターネットのじょうほ

うはかならすただしい

の？

★情報モラル

学校図書館の

活用

A（ア）

探究的な学習の過程において、次の資質・能力が育成されるよう計画的に取り組む。 A（イ）（ウ）（エ）（オ）（キ） B（エ）（ク） C（オ）

A（ウ）（カ）

マット運動

A（カ）

うわさ話・つらい気持ち

拍のながれにのってリズムを感じ取ろう

リズム・パターンを組み合わせたまとまりのある音楽づくり（プログラミング）

ローマ字

はたらく人とわたしたちのくらし A（イ）

かけ算の筆算
分配法則を使って計算する手

順を論理的に考える

★例えば、発表資料を作成するために、コンピュータ

を使って文字を入力したり、写真を挿入したりする。

第３学年（例）



（２）情報活用能力を構成する資質・能力

A
知識
及び
技能

１情報と情報技術を適切に
活用するための知識と技能

①情報技術に関する技能
②情報と情報技術の特性の理解
③記号の組合せ方の理解

２問題解決・探究における情
報活用の方法の理解

①情報収集、整理、分析、表現、発信の理解
②情報活用の計画や評価・改善のための理論
や方法の理解

３情報モラル・情報セキュリティ
などについての理解

①情報技術の役割・影響の理解
②情報モラル・情報セキュリティの理解

B
思考力、
判断力、
表現力等

１問題解決・探究における情
報を活用する力

※プログラミング的思考・情報
モラル・情報セキュリティを含
む

事象を情報とその結び付きの視点から捉え、情報
及び情報技術を適切かつ効果的に活用し、問題
を発見・解決し、自分の考えを形成していく力

①必要な情報を収集、整理、分析、表現する力
②新たな意味や価値を創造する力
③受け手の状況を踏まえて発信する力
④自らの情報活用を評価・改善する力 等

C
学びに向かう力、

人間性等

１問題解決・探究における
情報活用の態度

①多角的に情報を検討しようとする態度
②試行錯誤し、計画や改善しようとする態度

２情報モラル・情報セキュリティ
などについての態度

①責任をもって適切に情報を扱おうとする態度
②情報社会に参画しようとする態度

大分県教育委員会では、中央教育審議会答申や学習指導要領及びその解説、県
内等の実践事例等から、「情報活用能力の系統表の参考例（H31.2）」を作成して
います。

文部科学省「次世代の教育情報化推進事業「情報教育の推進等に関する調査研究」

URL：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/detail/1400796.htm

大分県教育庁義務教育課 【改訂版】 「情報活用能力系統表（参考例）」

URL:https://www.pref.oita.jp/site/gakkokyoiku/jouhou-katsuyou.html



（３）情報活用能力を育成する学習活動

学習指導要領解説 総則編（H29.7）では、次のように示されています。

情報活用能力は，各教科等の学びを支える基盤であり，これを確実に育んでいくため
には，各教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成を図ることが重要であるとともに，
そうして育まれた情報活用能力を発揮させることにより，各教科等における主体的・対話
的で深い学びへとつながっていくことが一層期待されるものである。

（文部科学省、学習指導要領解説総則編、2017）

先ほど紹介したIEーSchoolでは、情報活用能力の育成に関わる事例を４つに分類し、「想定される学習内容」
として位置付けています。

想定される学習内容 例

基本的な操作等 キーボード入力やインターネット上の情報の閲覧など、基本的な
操作の習得等に関するもの 等

問題解決・探究における情報活用 問題を解決するために必要な情報を集め、その情報を整理・分
析し、解決の見通しをもつことができる等、問題解決・探究におけ
る情報活用に関するもの 等

プログラミング（本事業では、問題
解決・探究における情報活用の一
部として整理）

単純な繰り返しを含んだプログラムの作成や問題解決のためにど
のような情報を、どのような時に、どれだけ必要とし、どのように処理
するかといった道筋を立て、実践しようとするもの 等

情報モラル・情報セキュリティ SNS、ブログ等、相互通信を伴う情報手段に関する知識及び技
能を身に付けるものや情報を多角的・多面的に捉えたり、複数の
情報を基に自分の考えを深めたりするもの 等

（文部科学省、「教育の情報化に関する手引（追補版）」、2020）

上の表のような学習内容を、各教科等の学習にどのように位置付ければいいの？



（２）情報活用能力を構成する資質・能力

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等 学びに向かう力、人間性等

情報と情報技術を活用した問
題の発見･解決等の方法や，情
報化の進展が社会の中で果たす
役割や影響，情報に関する法･
制度やマナー，個人が果たす役
割や責任等について，情報の科
学的な理解に裏打ちされた形で
理解し，情報と情報技術を適切
に活用するために必要な技能を
身に付けていること。

様々な事象を情報とその結びつ
きの視点から捉え，複数の情報
を結び付けて新たな意味を見出
す力や，問題の発見･解決等に
向けて情報技術を適切かつ効果
的に活用する力を身に付けている
こと。

情報や情報技術を適切かつ効
果的に活用して情報社会に主体
的に参画し，その発展に寄与し
ようとする態度等を身に付けてい
ること。

（中央教育審議会答申、別紙３－１、2016）

今次改訂では、資質・能力の三つの柱に沿って情報活用能力について整理されています。

★教科等横断的な視点で教育課程を編成する
★系統的・体系的な指導計画を立てる

このような情報活用能力を育むためは、
◆各教科等の特質に応じて適切な学習場面で育成を図る

◆育まれた情報活用能力を発揮させることにより，各教科等における主体的・対話的で
深い学びへとつなげていくことが期待される

◆各学校において日常的に情報技術を活用できる環境を整える

◆全ての教科等においてそれぞれの特質に応じて、情報技術を適切に活用した学習活動
の充実を図る

ことが重要です。


